
学校教育目標 「失敗を恐れず挑戦し続ける、心豊かな子どもの育成」
令和８年６月５日（金）No.７

文責：校長 藤田 元之
浅小ＨＰ

合言葉「浅内小は家族」

5月29日、今年度の授業研究会がスタートしました。学校では毎年、研究主題を設定し、授業を参観
し合ったり、指導者を招いて助言をいただいたりしながら、授業改善に取り組んでいます。今年度の研
究主題は、「自分の考えを進んで表現し、挑戦し続ける子どもの育成～少人数のよさを生かした
『Action！』の深化～」です。今年度最初の提案授業は、４年松組・髙橋美優先生による算数の授業で
した。
授業では、「百の位に商が立たない３桁÷１桁の筆算の仕方」を考えました。子どもたちは、答えの

見当を付けながら筆算に挑戦していましたが、途中で手が止まり、じっくり考え込む姿も見られまし
た。そんな中、「すぐに解けなくても大丈夫。友達の考えを聞いて分かればいいんだよ」という声掛け
もあり、安心して学び合う雰囲気の中で授業が進められました。友達の解き方や説明を聞き比べること
で、少しずつ理解を深めていく姿が見られました。

研究授業の放課後には、授業を参観した教員と指
導者が集まり、授業について話し合う研究協議会を
行っています。課題の設定や授業の進め方、子ども
たちに育てたい力を育むための手立てなどについ
て、多面的に検証しています。また、最後には県教
育委員会の指導主事から専門的な助言をいただき、
今後の授業づくりに生かしています。
これからも、子どもたち一人一人が「わかった」

「できた」という喜びを実感できる授業づくりを目
指し、全職員で学び続けていきます。
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このような形で研究会を行っています



避難訓練を行いました

自宅から、避難する時

□家から持ち出す物は？【 】 どこにある？【 】

□家から近い避難所（２番目まで） 【① 】 【② 】

５月27日（水）、地
震・津波想定の避難訓練
を行いました。「お・か
・し・も・は」の約束を
守り、迅速に避難できま
した。
全体会で、東日本大震
災で被災した中根紗希さ
んのお話を聞きました。
震災当日、家を出る時
に、あいさつを交わした

５年生は、今年、1年生以来の単級になり、学年の絆を再確認しています。運動会等各種行事の準備や片付け

などでは、６年生を支えながら進んで働く姿が見られます。必要なことにしっかり取り組む、働き者の５年生です。

最近はあいさつにも力を入れており、自分から進んであいさつする姿が増えてきました。高学年としての意識も

少しずつ高まり、これからの成長が楽しみな５年生です。（名前と将来の夢を紹介します）
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家族と会えなく
なったことなど
の話を聞きまし
た。
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浅ねぎくん

中根さんから宿題が出ました。お子さんと確認をお願いします。


